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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本福祉用具・生活支援用具協会 (JASPA) 及

び財団法人日本規格協会 (JSA) から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，

日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 
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日本工業規格          JIS 
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電動立上り補助いす 
Chairs and seats with electrical mechanisms assist 

 standing up and sitting down 
 

1 適用範囲 

この規格は，座面を電動で昇降させることによって，立上がり及び着座動作を支援することを目的とし

て設計したいす（以下，補助いすという。）について規定する。 

なお，人を乗せたまま運搬する目的のいす並びに便座用及び浴室用のいすは除く。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS G 4305 冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯 

JIS S 1203 家具－いす及びスツール－強度と耐久性の試験方法 

JIS S 1204 家具－いす－直立形のいす及びスツールの安定性の試験方法 

JIS Z 8051 安全側面－規格への導入指針 

JIS Z 8071 高齢者及び障害のある人々のニーズに対応した規格作成配慮指針 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS S 1203 及び JIS S 1204 によるほか，次による。 

3.1 

過酷な条件 (adverse condition) 

予測される誤使用を含め配慮すべき設計条件のうち，継続的試行錯誤などによって決定される条件。 

3.2 

背もたれ (back support) 

身体に接して，背中を支えるもの。 

3.3 

座面 (seat) 

座位をとらせることができる身体支持具の座。 

3.4 

ひじ部 (arm support) 

立ち上がるときに身体を支持するひじ掛け。 

3.5 

エンドリミット装置 (end limiting device) 


